
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：266
足がすべってひっくり返りそうになる

場面の説明

入浴用いすから立ち上がろうとしたところ、浴室床がすべり易くなっていたため、足をすべらした。

利用シーン 立ち座り

入浴
 

主な利用場所 浴室・脱衣所 

介護保険の種目 入浴補助用具

分類コード
(CCTA95)

093303 (入浴用チェア)

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

身体を洗って立ち上がろうとした際、足をすべらせて転倒しそうになった事例です。浴室では足元の床が石けんなどで
すべり易くなっていることが多く、転倒の危険が高い場所であるといえます。また、脚力の低下や関節が動かしにくく
なった高齢者の中には、立ち上がりに勢いをつけるなど足をすべらせ易い動作をする人が多く、より安全な環境作りが
求められます。手すりの設置やすべり止めマットの利用などを検討しましょう。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：足元をよく見ていなかった
人：脚力が低下し、関節も動かしにくくなっていた
環境：排水が悪く、石けんの泡が溜まりやすかった
管理：床の掃除が行き届かず、すべり易くなっていた
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